「しまねっ子!元気アップ・カレンダー」実施要領
目　的

　　○学校生活の中での運動時間を増やすことで、体力向上を図る。

　　○運動を通して、運動の楽しさや仲間と関わりあうことの喜びを体感させることで、生涯体育・スポーツの基盤をつくる。

　　○運動を通して、社会性（規範意識、協調性、思いやり等）を養う。

内　容

· 一定の期間（1ヶ月、10日、1週間等）を体力つくり推進期間とし、一日に行った運動の内容や実施の有無等を「しまねっ子!元気アップ・カレンダー」に書き込み、島根県地図のぬり絵を完成していく。

方　法　工夫一つでやり方いろいろ

	①体力つくりの期間を設定する。（1ヶ月、10日、1週間等）

	②やり方を説明する。
※例1～3を参考に各校で決める。マラソンやなわとびなどいろいろな場面で利用可能。

	例1

運動量をめあてにする場合

記入欄には

・汗をかいた…◎　

・少し汗をかいた…○　

・汗をかかなかった…△
ぬり絵には

・汗をかいた…青　

・少し汗をかいた…黄

・汗をかかなかった…赤
	例2

運動時間をめあてにする場合
記入欄には

・運動遊び時間を書く。

※30分、45分、60分など

ぬり絵には

・めあてを守れた…青
・もう少しだった…黄

・めあてを守れなかった…赤
	例3
運動数をめあてにする場合
記入欄には

・やったことを書く。

※なわとび、一輪車、サッカー、ドッヂボールなど

ぬり絵には

　遊びの種類で色を変える。


	③目的や意義、必要性を伝え、意欲化を図る。
―指導事例―
・運動をすることで、自分の体を思い通りに動かす力がつき、いろいろな運動やスポーツを楽しむことができる。

・運動をすることで、気分転換になり、脳も元気になり、勉強に集中することができる。

・運動をすることで、友だちと仲良くなり、毎日の生活が楽しくなる。

・運動をすることで、自分の気持ちを調節したり、友だちの気持ちを考えたりすることができ、心が育つ。など

	④事後指導をする。

・感想を書く。

・実態を把握し、今後、運動遊びが活発になるように、全体または個別に指導をする。
※学級通信や学級懇談会、学校保健委員会等の機会を利用して、家族にも伝え、体力つくりの啓発を行うことも考えられる。


その他
カードは、最大で31箇所が塗れるようになっています。1ヶ月間実施する場合、1日に1つの色塗りで完成させることができます。












